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（Strickland, 2011; 星, 2012）．原子炉建屋の外に漏出した放射性物質は，大気や海洋へ拡散し
て，首都圏を含む東日本の広い地域を汚染するに至った（Leelossy et al., 2011; 大瀧 他, 2012）．
拡散した放射性物質は，主にヨウ素 131，セシウム 134およびセシウム 137であった．放射能汚
染による人の健康影響を考える場合，地上 1mでの空間放射線量率（今回の調査では，µSv/h）
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福島第一原発事故の約 3ヶ月後である 2011年 6月 4日∼7月 8日の時期に，福島県およびそ
の周辺地域を対象として，福島第一原発から 80 km内で 2 kmのメッシュ地点での空間放射線




力機関と民間企業 3社から 409人の科学者等が参加し，計 2181地点での計測と試料採取が実
施された．調査項目は「土壌サンプリングの日時と場所（緯度，経度）」，「核種別土壌汚染度（ヨ













土壌汚染の地理分布の特徴として，事故原発周辺およびその北西近隣地区では 107 Bq/m2 を超
えていた．その放射能汚染の範囲はかなり広く，事故原発から北西 30 km辺りに位置している



















原発の位置を示す． 図 4. 降雨の有無別空間放射線量率と土壌汚染濃度
の相関図．
という地点が最も多かった日は 2011年 6月 27日で，121地点で当日測定対象であった地点が
135地点であった，その日に限っていえば，全体の 89.6％の地点で降水が観測されている．次
いで降水が多く観測された日は，6月 11日の 43地点（同，28.7％）であった．また，少なくと










































同様にして，降水無しの日に測定された地点（計 1957 地点）のデータについても，地上 1m
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表 4. 降水有りの日のデータに対する重回帰分析（回帰分析 A2）の結果．
表 5. 降水有りの日のデータに対する重回帰分析（回帰分析 A3）の結果．
での空間放射線量率の常用対数値を目的変数とする単回帰分析（回帰分析 B1）と重回帰分析（回






表 6. 降水無しの日のデータに対する単回帰分析（回帰分析 B1）の結果．
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The Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology in Japan con-
ducted a survey on the soil radioactive contamination and air radiation dose rate in the
neighborhood of the Fukushima Daiichi nuclear power plant in June-July, 2011. We thus
analyzed the association between the air dose rate and the soil radiation contamination.
When precipitation occurred on the measurement date, the determination coeﬃcient be-
came 64%, and it reduced to 28% when there was no precipitation. According to this
analysis, about 20% to 35% of air radiation dose rate cannot be explained by the degree
of soil radioactive contamination directly beneath. It suggests that local decontamination
may have a limited eﬀect on reducing the air radiation dose rate.
Key words: Air dose rate of radiation, decontamination, Fukushima Daiichi nuclear power plant,
radiation soil contamination, regression analysis.
